
- 1 -

山
旅
通
信
【
ひ
と
り
画
っ
展
】
一
一
六
七
号

▼
『
日
本
百
名
山
の
伝
説
と
神
話

（
六
七
）

』

甲
武
信
ヶ
岳
の
は
な
し

「
拳
山
と
笛
吹
権
三
郎
伝
説
」
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奥
秩
父
の
甲
武
信
ヶ
岳
は
、
埼
玉
（
武
蔵

、
山
梨
（
甲
斐

、

）

）

長
野
（
信
濃
）
の
三
県
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
こ

、

『

』

の
三
国
境
を

江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た

新
編
武
蔵
風
土
記
稿

や
『
武
蔵
通
志
』
で
は
国
師
岳
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
甲
州
の
地
誌

甲
斐
国
志

で
は
三
繋
平

み
つ
な
ぎ
だ
い
ら

信
州
の

信

『

』

（

）
、

『

府
統
記
』
で
は
大
椹
峠
（
お
お
さ
わ
ら
と
う
げ
）
と
呼
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。
三
繋
平
、
大
椹
峠
は
、
い
ま
の
地
名
で
は
見
あ
た
り

ま
せ
ん
し
場
所
も
不
明
で
す
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
古
書
に
国
師
岳

と
あ
る
か
ら
に
は
、
六
・
五
キ
ロ
南
西
の
国
師
ヶ
岳
と
混
同
し
た

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
埼
玉
県
秩
父
市
大
滝
（
旧
秩
父
郡
大
滝
村
）
の
栃
本
地
区

、

「

（

）
」

。

方
面
で
は

こ
の
山
を

拳

コ
ブ
シ

と
呼
ん
だ
そ
う
で
す

こ
れ
は
こ
の
地
区
の
高
い
と
こ
ろ
に
登
る
と
、
三
宝
山
・
甲
武
信
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ヶ
岳
・
木
賊
山
の
三
山
が
い
か
に
も
、
大
空
に
「
ゲ
ン
コ
ツ
」
が

持
ち
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
と
い
い
ま
す
（

山
の

『

』

）
。

、

憶
い
出

木
暮
理
太
郎

さ
ら
に
甲
斐
の
山
梨
県
三
富
側
で
は

三
国
の
境
な
の
で
「
三
国

、
信
濃
の
長
野
県
川
上
村
で
は
「
三

」

方
山
」
と
呼
ん
だ
と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
こ
れ
は
甲
武
信

ヶ
岳
の
北
方
に
あ
る

い
ま
で
い
う
三
宝
山

（
さ
ん
ぽ
う
さ
ん
）

の
こ
と
の
よ
う
で

す
。し

か
し
、
い
ま
の

名
は
甲
武
信
ヶ
岳
。

で
も
甲
武
信
と
書
い
て
「
こ
ぶ
し
」
と
読
ま
せ
る
に
は
、
や
は
り

ち
ょ
っ
と
無
理
が
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
人
が
「
こ
う
ぶ
し
ん
」

と
読
ん
で
い
る
の
も
仕
方
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
こ
ん
な
読
み
方

に
さ
せ
た
の
は
理
由
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
時
代
、
農
商
務
省
が
作
っ
た
地
図
「
甲
府
図
幅
」
に
、
三

つ
の
国
名
（
甲
斐
国
・
武
蔵
国
・
信
濃
国
）
の
一
字
ず
つ
を
と
っ

て
「
甲
武
信
」
と
記
載
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
お
役
人
は
、
武
蔵
側

で
「
拳
（
コ
ブ
シ

」
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
目
を
つ
け
ま
し
た
。

）

そ
し
て
甲
武
信
の
字
を
「
こ
ぶ
し
」
と
読
ま
せ
ま
し
た
。
機
転
の

効
い
た
人
が
い
た
も
の
で
す
ね
。

山
の
名
前
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
先
述
の
通
り
か
つ
て
甲
武
信

ヶ
岳
は
六
・
五
キ
ロ
南
西
の
国
師
ヶ
岳
と
混
同
さ
れ
、
コ
ク
シ
と

呼
ば
れ
て
い
た
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

『
奥

、

秩
父
研
究
』
な
ど
の
著
書
の
あ
る
原
全
教
氏
も
『
奥
秩
父
回
帰
』

の
中
で
、
コ
ク
シ
が
転
化
し
て
コ
ブ
シ
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
も

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
持
論
を
述
べ
て
い
ま
す
。
蛇
足
な
が
ら
ク

シ
は
「
越
す
」
か
ら
転
じ
て
小
丘
の
意
味
を
持
つ
と
い
い
ま
す
。

な
ん
か
難
し
い
話
で
す
。
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▼
【
展
望
】

甲
武
信
ヶ
岳
山
頂
か
ら
の
展
望
は
東
以
外
は
抜
群
で
す
。
北
東

に
目
を
や
る
と
谷
川
岳
、
榛
名
山
、
浅
間
山
が
、
ま
た
北
ア
ル
プ

ス
の
山
々
、
八
ヶ
岳
、
国
師
ヶ
岳
か
ら
金
峰
山
な
ど
奥
秩
父
。
さ

ら
に
中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
、
天
子
山
系
、
御
坂
山
系
と

富
士
山
な
ど
な
ど
が
望
め
ま
す
。
高
山
植
物
は
山
頂
付
近
に
コ
ケ

モ
モ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ジ
ン
、
ヒ
メ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
キ
バ
ナ
ノ
コ
マ
ノ

ツ
メ
な
ど
な
ど
分
布
。
山
頂
直
下
に
甲
武
信
小
屋
が
あ
り
ま
す
。

▼
【
三
つ
の
源
流
】

さ
て
、
こ
こ
の
甲
武
信
ヶ
岳
を
起
点
に
、
雁
坂
峠
か
ら
雲
取
山

方
面
の
東
へ
延
び
る
尾
根
、
ま
た
西
へ
の
ミ
ズ
シ
か
ら
国
師
ヶ
岳

方
面
へ
延
び
る
尾
根
、
さ
ら
に
三
宝
山
、
十
文
字
峠
方
面
の
北
へ

延
び
る
尾
根
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
尾
根
が
分
水
嶺
に
な
っ

て
、
甲
武
信
ヶ
岳
は
南
に
流
れ
る
笛
吹
川
、
西
に
流
れ
る
千
曲
川

（
信
濃
川

、
北
東
へ
流
れ
る
荒
川
と
、
三
つ
の
川
の
源
流
部
が

）

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

▼
【
荒
川
源
流
】

甲
武
信
小
屋
下
の
踏
み
跡
を
下
っ
て
い
く
と
、
荒
川
の
支
流
の

、「

」

。

本
谷
の
源
流
が
あ
り

荒
川
源
流
点

の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す

荒
川
は
、
奥
秩
父
東
北
面
域
の
水
を
集
め
て
、
秩
父
、
長
瀞
、
寄

居
、
熊
谷
、
大
宮
、
川
越
と
埼
玉
県
を
貫
流
。
東
京
都
北
区
の
岩

淵
水
門
で
本
流
の
荒
川
と
支
流
の
隅
田
川
に
分
か
れ
東
京
湾
に
そ
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そ
い
で
い
ま
す
。
東
京
の
奥
座
敷
・
奥
多
摩
か
ら
秩
父
山
地
の
北

側
を
ま
わ
り
込
む
た
め
、
延
長
一
六
九
キ
ロ
、
流
域
面
積
二
九
四

〇
平
方
キ
ロ
に
お
よ
び
、
関
東
第
二
の
河
川
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
【
千
曲
川
源
流
】

一
方
、
長
野
県
内

で
の
千
曲
川
が
、
新

潟
県
に
入
る
と
信
濃

川
と
名
を
変
え
日
本

海
に
注
ぐ
信
濃
川
。

総
延
長
は
三
六
七
キ

ロ
で
、
日
本
一
の
長

さ
を
誇
る
川
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
源
流
も
甲
武
信
ヶ
岳
の
西
北
長
野
県
側
直
下
、
標
高

二
二
〇
〇
ｍ
地
点
に
あ
り
ま
す
。
島
崎
藤
村
の
『
千
曲
川
の
ス
ケ

ッ
チ

小
林
一
茶
の

帰
郷

の
舞
台
に
も
な
っ
て
い
ま
す

万

』
、

『

』

。『

葉
集
』
で
は
筑
摩
川
と
し
て
詠
ま
れ
て
以
来
、
多
く
の
古
歌
に
登

場
し
て
い
ま
す
。

甲
武
信
ヶ
岳
山
頂
か
ら
西
側
、
ミ
ズ
シ
と
呼
ば
れ
る
ピ
ー
ク
手

前
の
鞍
部
か
ら
長
野
県
側
の
源
流
点
に
降
り
て
行
き
ま
す
。
そ
こ

に
は
「
千
曲
川
信
濃
川
水
源
標
」
と
か
、
地
元
の
小
学
生
の
つ
く

っ
た
立
て
札
の
ほ
か

「
清
流
、
い
つ
で
も
美
し
く
あ
れ
」
な
ど

、

と
書
か
れ
た
木
柱
が
た
く
さ
ん
建
っ
て
い
ま
す
。
登
山
者
は
ザ
ッ

ク
を
お
ろ
し
大
休
止
。
お
や
つ
を
食
べ
る
者
、
突
然
湧
き
出
す
水

を
口
に
す
る
者
、
そ
れ
ぞ
れ
に
憩
い
源
流
点
は
以
外
に
に
ぎ
や
か

で
し
た
。

▼
【
笛
吹
川
源
流
】

ま
た
こ
こ
に
は
上
記
の
荒
川
、
千
曲
川
の
ほ
か
、
南
ろ
く
に
笛

吹
川
の
源
流
が
突
き
上
げ
て
い
ま
す
。
笛
吹
川
は
、
源
流
か
ら
山

梨
県
山
梨
市
三
富
（
旧
東
山
梨
郡
三
富
村
）
広
瀬
付
近
か
ら
甲
府

盆
地
へ
、
さ
ら
に
鰍
沢
町
付
近
で
釜
無
川
と
合
流
し
富
士
川
と
な

り
、
富
士
山
の
西
側
を
通
っ
て
静
岡
県
に
入
り
や
が
て
駿
河
湾
に
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注
ぎ
ま
す
。

笛
吹
川
の
源
流
域
は
、
大
正
・
昭
和
期
の
登
山
家
で
あ
る
田
部

重
治
が
紹
介
し
て
か
ら
全
国
的
に
知
名
度
を
あ
げ
た
所
。
こ
こ
に

は
、
小
屋
の
飲
料
水
を
汲
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
小
屋
が
あ
り
ま
す
。

三
つ
の
源
流
水
の
な

か
で
は
一
番
お
い
し

い
と
か
。
源
流
点
の

付
近
は
風
化
し
て
、

岩
く
ず
で
お
お
わ
れ

た
急
斜
面
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ふ
も
と
の

広
瀬
地
区
で
は
毎
年

「
道
の
駅
み
と
み
」
で
、
笛
吹
川
源
流
ま
つ
り
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

▼
【
笛
吹
川
の
権
三
郎
伝
説
】

こ
の
笛
吹
川
に
は
こ
ん
な
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
芹
沢
の
里

（
い
ま
の
三
富
村
上
釜
口
地
区
）
に
、
権
三
郎
と
い
う
若
者
が
い

ま
し
た
。
権
三
郎
は
鎌
倉
幕
府
に
反
抗
し
て
追
放
さ
れ
た
日
野
資

朝
一
派
の
藤
原
道
義
の
嫡
男
で
し
た
。
彼
は
父
が
甲
斐
に
逃
れ
た

と
聞
き
、
母
を
伴
っ
て
尋
ね
歩
く
途
中
、
こ
の
里
に
た
ど
り
着
い

て
い
た
の
で
し
た
。
し
か
し
せ
っ
か
く
尋
ね
た
こ
の
地
も
、
父
は

す
で
に
こ
の
世
に
は
な
い
と
の
知
ら
せ
に
、
村
人
と
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。
権
三
郎
は
笛
の
名
手
で
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
が

吹
く
笛
の
音
は
村
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
里
人
は
彼
を
「
笛
吹
権

三
郎
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
年
、
長
雨
が
つ
づ
い
て
彼
の
家
の
近
く
を
流
れ
る

（

）

、

。

子
酉
川

ね
と
り
が
わ
・
い
ま
の
笛
吹
川

が

と
う
と
う
氾
濫

権
三
郎
と
母
親
が
住
む
丸
木
小
屋
を
押
し
流
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
権
三
郎
は
流
木
に
必
死
で
つ
か
ま
る
こ
と
が
で
き
、
何
と
か

助
か
り
ま
し
た
が
、
母
親
は
無
惨
に
も
濁
流
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
権
三
郎
は
行
方
不
明
の
母
親
を
探
し
歩
く
日
が
続
き
ま



- 6 -

し
た
。
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
流
れ
る
笛
の
音
。

し
か
し
彼
の
努
力
は
報
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
う
と
う
権
三
郎
は
川
の
淵
に
身
を
投
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

し
て
遺
体
は
ず
っ
と
下
流
の
小
松
の
河
岸
で
発
見
さ
れ
た
の
で
し

た
。
変
わ
り
果
て
た
彼
の
手
に
は
し
っ
か
り
と
あ
の
笛
が
握
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
里
人
は
涙
を
流
し
て
同
情
し
、
そ
の
土
地
の
名
刹

で
あ
る
長
慶
寺
と
い
う
お
寺
に
葬
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
夜
に
な
る
と
毎
日
川
の
流
れ
の
中
か

ら
、
美
し
く
も
あ
り
悲
し
い
笛
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な

。

、

り
ま
し
た

こ
れ
は
あ
の
権
三
郎
が
吹
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

村
人
た
ち
は
い
つ
し
か
こ
の
川
を
「
笛
吹
川
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

り
、
い
ま
も
芹
沢
の
里
で
は
「
笛
吹
不
動
尊
権
三
郎
」
と
し
て
尊

崇
し
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

▼
甲
武
信
ヶ
岳
【
デ
ー
タ
】

★
【
所
在
地
】

・
埼
玉
県
秩
父
市
大
滝
（
旧
秩
父
郡
大
滝
村
）
と
山
梨
県
山
梨
市

三
富
（
旧
東
山
梨
郡
三
富
村

、
長
野
県
南
佐
久
郡
川
上
村
と
の

）

境
。
中
央
本
線
塩
山
駅
の
北
二
二
キ
ロ
。
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
塩
山
駅

か
ら
バ
ス
、
西
沢
渓
谷
入
口
下
車
、
歩
い
て
六
時
間
二
〇
分
で
甲

。

（

）

。

武
信
ヶ
岳

写
真
測
量
に
よ
る
標
高
点

二
四
七
五
ｍ

が
あ
る

。

。

そ
の
ほ
か
付
近
に
何
も
な
し

山
頂
直
下
に
甲
武
信
小
屋
が
あ
る

地
形
図
上
に
は
山
名
と
標
高
点
の
標
高
の
み
記
載
。
標
高
点
よ
り

南
南
東
方
向
直
線
約
三
〇
〇
ｍ
に
甲
武
信
小
屋
が
あ
る
。

【

】（

「

」

★

位
置

国
土
地
理
院

電
子
国
土
ポ
ー
タ
ルW

e
b

シ
ス
テ
ム

か
ら
検
索
）

・
標
高
点
：
北
緯
三
五
度
五
四
分
三
二
・
九
秒
、
東
経
一
三
八
度

四
三
分
四
三
・
九
二
秒

★
【
地
図
】

・
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
「
金
峰
山
（
甲
府

」
）
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▼
【
参
考
文
献
】

・

角
川
日
本
地
名
大
辞
典
・
長
野

（
角
川
書
店
）
一
九
九
一
年

『

』

（
平
成
三
）

・

信
州
山
岳
百
科
三

信
濃
毎
日
新
聞
社
編

一
九
八
三
年

昭

『

』（

）

（

和
五
八
）

・

新
日
本
山
岳
誌
』
日
本
山
岳
会
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
二
〇

『
〇
五
年
（
平
成
一
七
）

・

日
本
山
岳
ル
ー
ツ
大
辞
典
』
村
石
利
夫
（
竹
書
房
）
一
九
九

『
七
年
（
平
成
九
）

・

日
本
三
百
名
山
』
毎
日
新
聞
社
編
（
毎
日
新
聞
社
）
一
九
九

『
七
年
（
平
成
九
）

・

日
本
山
名
事
典
』
徳
久
球
雄
ほ
か
（
三
省
堂
）
二
〇
〇
四
年

『
（
平
成
一
六
）

・

日
本
の
民
話
八

（
常
州
・
甲
州

（
未
来
社
）
一
九
七
四
年

『

』

）

（
昭
和
四
九
）

・

山
の
憶
い
出

木
暮
理
太
郎
：

日
本
山
岳
名
著
全
集
二

あ

『

』

『

』（

か
ね
書
房
）
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）
所
収

・

日
本
歴
史
地
名
大
系
・
長
野
県
の
地
名

（
平
凡
社
）
一
九
九

『

』

〇
年
（
平
成
二
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
と
よ
だ

時
】

コ
ー
ナ
ー

★
ア
マ
ゾ
ン
本
・
作
者

https://w
w
w
.am

azon.co.jp/stores/author/B
004L

1SD
T
E

★

ほ
か

M
y
books

h
t
tp
s
:
/
/
t
o
k
i
.
m
o
o
.j
p
/
b
a
i
t
e
n
/
b
a
i
te
n
.h
t
m
l

★
グ
ッ
ズ
・

社

SU
Z
U
R
I
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https://suzuri.jp/toki-suzuri/products


